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柳生街道 (剣豪の里)に参加して

9月 21日 した)朝一番気掛かりな空模様を確認、前日の天気予報ははずれたようです。

野山歩きは少々暑くてもやつばり天気のほうがいいですれ

総勢 16人で忍辱山バス停を出発.急斜面の杉林を見上げながら、下刈りと間伐の必要

性の説明を聞き1つづいて竹薮の定義を教えて頂きました。ボランテイアで伐採作業をさ

れている奈良ネイチャーの方々の思いを強く感じました。

雑木林をぬけ自砂川を下に見、日国にでて不ルボ、ノダケ、ヒヨドリバナ、昔話につなが

るゲンノシヨウコなど秋の野草を観察しながら夜支布山口神社に到着。この神社は春日四

殿の中のひとつで春日大社造替時の本材などがあちこちに使用されているとのことでした。

参道の檜は檜皮を剥いだ後で、スルットして赤茶色の木肌を見ただけではそれとはわかり

ません。10年後でないとつぎの槍友はとれないそうです。

昼食の後、南明寺の仏像 3体を拝観、お藤井戸を経て、阪原峠を一気に上り疱療地蔵の

立て札にはのぼのした気分になり、見事な石塀と自壁の家老屋敷横を急いで通りすぎ、人

坂神社に今日がよい一日だつたことに感謝し手合わせコース終点となりました。

今回の観察会で特に記憶に残つた草木は次の通りです。

①果実から地図記号がデザインされたチヤ (茶)

②蔓が上へ上へのびてゆき夏以降は下にぶら下がうて地面に降りてやがて根つく不思議

なキカラスクリ

③令法と書く由来のリョウブ

④何故こんな名がついたのかベニバナボロギク              .
⑤一輸だけ味いていたので来年みられるかどうかと心配したけれど最近分布を広げ

てい

るタカ|サ|ザニリ

ー方で1観察出来なかつた秋の七草であるキキョウ、オミナエシが年々減少している現実

は寂しいです。 飛び入り参加を快く迎えてくださった皆様有難うございました。奈良は

歴史あり、原始林ありで興味が尽きません。静かな侍まいの大柳生の里も脳裏に深く焼き

つきました。

坂原峠で見たコシアプラが黄葉する頃にもぜひ訪れたいものです。

本日の教訓 :『最後まで気をゆるめないこと。君子は危うきに近寄らず ??で した」
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9月 度 森林整備作業に参加 小森清道

残暑にうだる15日 と、彼岸に入つたものの尚厳しい20日 の両日、森林整備作業に参

加しました。7・ 8月 は天候不良や体調不良で参加を見合わせましたが、9月 に入り気分も

新たに再挑戦しました。

ヘルメットの緒を締め、足元を作業用脚絆でしっかり固め、右の腰にノコギリ、左の腰に

はナタをベル トで吊るせば気分はすっかリー丁前のウッドマン (樵 )。

日頃、変わり様のない自分にうんざりしている己が身の深層に潜む変身願望が叶えられる

一瞬であり、また自分が輝く(?)一瞬でも有ります。 何と単純な !l
そう、単純なのです。見捨てられた暗い値林を間引き、森を明るくし植生豊かにする作業は

決して難しいものでは有りません。

樹にノコやナタを入れた後は樹との取つ組み合いです。押したり、ロープで引つ張つたり。

倒した樹の枝を払い、幹はズン胴切りにして一ヶ所に集め墓を作ってやります。

伐本はやがて腐朽し腐植土となり、恵みの雨を一杯吸つてフフ～の林床をつくります。

明るくなった森に昆虫が増え、それを追つて鳥がやつて来ます。鳥や風が新しい樹木の種を

運んできてやがて色々な仲間が増え豊かな森となり、環境問題にも貢献してくれます。

勿論、こうした事は一朝にして成るものではなく何年、何十年もの遷移を待たなくてはな

りません。しかし、日頃あくせく日先の事に忙しい我が身には、何十年も先の事に汗を流す

と言う事が何か大変贅沢な事のように思えてしまいます。

流した汗の量が、森に呼び込む陽光と風の量に比例するかと思うとつい～歳も忘れて頑張

つてしまいました。

これまで半年あまり、リーダーの寺田さんや参加者の熱心な作業のお陰で整備対象範囲

1.5ヘクタールの内、円成寺から滝坂の道に通じる東海自然歩道沿いの0.5ヘクタール余が

見違えるように明るく整備されました。当初の不慣れや酷暑を考え合わせると感慨深いも

のがあります。しかし、本格的な作業はむしろこれから。未整備な領域が我々の手を待つて

います。

やらねばならない作業(間伐等)や、やりたい作業(現状の植生調査 {将来の変貌との比較基

礎データ作り等})が多いのに人手が少し足りないようです。

季節は本格的な秋。山よし、里よし、森も良しです。是非一度森林浴を兼ねて作業現場を覗

きに来て下さい。新しい仲間と森でお会い出来るのを楽しみにしています。

そしてご一緒にヘンシーンしようじやないですか !
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旅紀行(H) 西表島

市村米子

旅人 男2名 女2名 潮の満ち千きが最大になる大潮の日、しかも潮が引ききる数時間

だけに一斉開花するというこの不思議な神秘に満ちた植物 ウミシヨウブを求め日本最大

の亜熱帯原生林西表島に、気の合う仲間と旅に出ました。            :

F′

そこから船で西表へ渡り、先ずは宿泊場         ・

赤瓦屋根に広ぃ空間、炊事や洗濯 0氏

1棟丸ごと貸しきりというなんとも贅沢な宿泊所で4連泊する。夕食は近所に住まいする

おばあの沖縄手料理、コウトウシユウカイ ドウの天数羅 天然モズク うまい !(おばあ

といつても私たちと歳は変わらないのだが)

7月 15日

朝はリュウキュウアカシヨウビンのキョロロロロの鳴き声で目覚め、朝食はスー
パーで買

い込んだパンや果物。弁当を持つてピナイサーラの滝に向かう。(実は今回で西表には6回

日で、この滝も昨年下見済み)キノポリトカゲの愛らしい顔つきやオオゴマダラにキャア

キャア言いながら約2時間登りつめ、ピナイサーラの滝 (白いひげという意味)の落ち口

に着く。滝は下から見上げるのではなく上から見下ろす物なの?? 落差55m、 水しぶ

きをあげて流れ落ちるのを怖々腹ばいになつて覗き込む。下の滝壺で遊んでいる若者に
「オ

ーイ」と叫ぶと、手を振つて答えてくれた。スーパーで買つたお弁当を開いたら突然、
バ

シャバシャバシヤ ス■―ルだ。ご飯もおかずも汁漬けならぬ雨付け?になる。

7月 16日

さあ今日はマリンスポーツを楽しむぞ : 3名はダイビングの経験はあるが1名は初体験

水着にシュノーケルと救命胴衣を装備し、可愛い今人気のク
マノミや色とりどりのサンゴ

畠に見とれながら海中散歩。始めはしつかり私の手を握り締めて放さな
かつたMさんだが、

終わりの頃は余裕でスイスイ。この次はダイビングに挑戦するのでは? 船上では甘酸つ

ぱい良く冷えたマンゴーがサ
‐ビスされ牟り、陸続きでありな

がら船でしか渡る事が出来な

い船浮に立ち寄つたりのクルージングを1日楽しめました。

2月 9日 テレビで放映されましたが、
ウミショウプの祖先は元々陸に生えてい

ましたが 1億年を掛け海の中で生きてい

けるように進化したのです。

7月 14日

バースデーチケットも利用することが出

来、一路飛行機で石垣へ。

屋久島
‐
・
′種子島

√奄美大島
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7月 17日

以前からお世話になっている琉大熱帯生研の石垣長健先生に島の案内をしていただく。

遊覧船に乗り込み、オヒルギ・メヒルギのマングロープが生い茂る浦内川の説明に耳を傾

け、川面に落花したサガリバナ (夜に咲き始め夜明けとともに散つてしまう)の幻想的な

光景にうつとり浸つていると突然、先生が船の舶先からドボーン飛び降りたのだ。‐訳もわ

からず先生の後に続けとあわてて飛び降りた。ズボンも靴もビショビショ、そんな事はお

かまいなしで先生は島の道とは言えない路にズンズン入つていく、「船着場が無いからしか

たがないか」と納得し、「クフズイモは毒だがハブクラグに刺された時は薬になる」「ヒカ

ゲヽゴも食べられるJな ど自然との共生の中で島の人々が見につけた知恵や慣わし、言い

伝えを教えていただき色々な食べられる草や木を「パーミィー トーリヨウ」(私の分を分け

て下さい)と 自然の神々のゆるしを得て取らせてもらい持ち帰た。

途中、国の天然記念物のセマルハコガメがのんびりお散歩しているのに出くわす。

いよいよウミショウブだ。潮の引きも良い、皆腰までつかりながら海に入つて行く、何処

だ何処だ? 海のそこから白い花が次々と浮かび上がり、何千万という花が海面を埋め尽
くす筈だが・… 白い花は見当たらない???残念 !!:今回は時期が少しずれたのか 生
き物なのでこういうことも仕方ない。又の楽しみとしょう。

今日の夕食はおばあの料理ではなく先生ご夫妻による手料理。先ほど頂いてきた食材も色

を添えているが、先生がしとめ大事に保存してあつたリュキュウイノシシの刺身が振舞わ

れ、なによりも美味しかつた。勿論オリオンビールに泡盛は言うまでもない。先生が丹精

こめて育てた早くも新米のもち米 (黒紫米)も美味しい。お土産に持たせても下さつた。

先生のお仲間も参加され夜遅くまで賑やかなこと。

今回も暖かい島の人々や文化 0暮らしに触れ 亜熱帯の動植物との出会いや感動をいつ
ぱいの贅沢な旅でした。ウミショウブには再挑戦したいものです。

00o
・平城官跡水上池

9月 15日 ヨシガモ 2羽

17日 にはハシビロ 1羽を見ました

エクリプスのためオスメス不明 K/Jヽ日)

・竜田公園

9月 初旬アメリカハナミズキの実赤く色付く 鱗 田)

9月 28日。モズ 4羽 (♂ 2・ ♀ 2)、 50～ 100m間隔でアンテナや本の梢
で鳴いていた。ツパメ 2羽を含む 11種の鳥に出会う。 (勝田)

おたよρ
ってL職
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